
 
 

ジョイニングについてあらめて考える 

－ 密本さんの論文を読んで連想したこと － 
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はじめに 

密本さん、論文を読ませていただきました。２年以

上の長期にわたる引き継ぎケースに対して、密本さん

が一生懸命に取り組まれている様子がしっかりと伝わ

ってきましたし、このケースにおける密本さんのジョ

イニングを大切にしている臨床姿勢には、基本的には

とても好感を持ちました。このケース報告の時点から、

半年近く経っているので、もしかしたら今はまた新た

な展開をしているかもしれませんが、論文を読ませて

いただいて、私なりに連想したことを思いついたまま

に、ここで書かせていただくことをお許しください。 
 

このケースにおけるクライエントのニーズ 

あらゆるケースにおいて、クライエントのニーズを

把握することが大切だということは、しっかり大学院

で学ばれていると思います。 
このケースの場合は「日常の出来事に対する鬱憤を

話す相手として話を聞いてもらいたい」というニーズ

のもとで引き継がれていますね。それに対して密本さ

んは、面接方針として「クライエントの事情や立場を

知る理解者としてクライエントの資源に焦点を当てな

がら対話することで、クライエントは咎められる立場

ではないことを再認識してもらい、新たな対人関係の

コミュニケーションパターンを獲得してもらう」とし

ています。 う〜ん、この「咎められる立場ではない

ことを再認識する」のはクライエントのことでしょう

か？ 「咎められる」（結構強い意味の言葉ですよね〜）

とは、クライエントが語った言葉なのでしょうか？ 

もしそうだとしたら「咎められる」というは、クライ

エントにとってどのような意味を含んでいる言葉なの

でしょうか？  
クライエントの語る言葉をただそのまま受け止め

て使うのではなく、その言葉の「クライエントにとっ

ての意味づけ」をセラピストがしっかりと理解するこ

とが、面接全体を通して常に必要な姿勢です。クライ

エントのニーズの把握のために、例えばセラピストが 
〈“咎められる”とは、あなたはどんな時に、どのよう

に、感じられたのですか？〉 

などといった、クライエントの言葉の意味づけについ

ての質問を繰り返し行なっていくことは、常に心理臨

床面接において必要不可欠な作業だと思います。  
初回の「水漏れ事件」のクライエントの語りを読ま

せてもらう限りでは、そのせいで「隠れキリシタン」

（このメタファーもクライエントの言葉ですよね？ 

この言葉のクライエントによる意味づけもしっかり把

握したいところ）のように素性を隠す生活を強いられ

ているという感じから推測するに、クライエントの「咎

められる」立場というのは、社会など外側からくる「理

不尽さ」を嘆きつつも、一方で怒りを持っていますね。

そう、まるで幕府から弾圧されながらも神への信仰に

燃えている「隠れキリシタン」のように。 
クライエントのニーズを把握するということは、あ

くまでもクライエントの発する言葉から質問などを通

して、さらにセラピストがクライエントの事情などを

想像していくことが大切。いわゆる「解釈」というよ

りは「仮説」の設定をしていくことが大切。「仮説」で

あれば、違った場合は棄却されて別の仮説が立てられ

るので、よりクライエントの状況・事情にあった仮説

を見つけていけるというメリットがあります。ところ

が、クライエントのニーズをセラピスト側が「解釈」

してしまうと、セラピスト側の思い込みが強く・変え

にくいものになってしまう危険性があるのです。 
気をつけよ！「解釈」するな「仮説」をたてよ！ 

セラピストはこのように意識していきたいものです。 
 
このケースでのセラピストの対応について 
初回から矢継ぎ早にさまざまな事件や不満を話す

クライエントに対して、密本さんとしては、それにつ

いていくのが精一杯だったのは、初めてのケース対応

としては仕方がなかったと思います。そのような難し

い状況にも関わらず、面接の場に持ち込まれる話題に

セラピストが支持的な立場を表明しながら、非言語的

コミュニケーションに合わせていったのは、とても良

かったんじゃないでしょうか。 
一方で、対話できていないという無力感も感じてい

らしたようですね。それに対しても、面接がクライエ



 

ントにとって役立っているものになっているかどうか

という確認を、#3 と#8 に密本さんの方から行ってい

ったのは、とても良かったと思います。このニーズ把

握のためでもある〈ここでの会話はクライエントの役

に立っているのか？〉 〈どんなことをここで話せたら

良いか？〉などというセラピストからの質問は、この

クライエントにとっても、この面接の場が「咎められ

ない」場所になっていくために必要な作業・会話だっ

たのかもしれませんね。 
中盤以降になると、余裕が出てきた密本さんからの

質問も増えてきて、まさに「対話」的になっているよ

うに思えましたが、先ほども触れた度々出てくる「隠

れキリシタン」のクライエントの意味づけあるいはイ

メージについては、密本さんの方から質問はされたの

でしょうか？ 論文を読む限りでは、この「隠れキリ

シタン」という言葉には、このクライエントの日常生

活をより良いものにしていくヒントが凝縮しているよ

うにも思えました。もちろん「西城秀樹」や「小田和

正」もクライエントにとっては重要な存在ですが、そ

れらはまるで「神」のようなもので、崇める・奉る存

在ですよね。「隠れキリシタン」という言葉の方は、そ

のような「神」を崇めるためのより良き信仰生活（？）

を指す言葉だと考えられます。ですから、その言葉に

は「どのようにこの（信仰？）生活を過ごしているか・

どのように過ごせばいいのか」というプロセス的問い

が込められているように思います。このクライエント

が度々語る「隠れキリシタン」生活のイメージを丁寧

に尋ねてみることも、このセラピーの目標を再設定し

直す場合のヒントになりうるかもしれないかなと思え

ました。 
もちろん「隠れキリシタン」だけでなく、今後クラ

イエントから繰り返し語られる新たな言葉にもしっか

りと注意を払って、そのクライエントによる意味づけ

や価値観などを丁寧に尋ねていくことは、面接の流れ

を確認・決定するために大切な作業になるでしょうね。 
 

ジョイニングとは？：東先生による定義 

  密本さんがこのクライエントに対して、言語的にも

非言語的にも一生懸命ジョイニングしている姿勢を読

ませてもらいながら、自分も駆け出しの頃、ジョイニ

ングについて一生懸命マスターしようと日々格闘して

いたことを思い出しました。その頃はケースが終わる

たびに「はたして今の面接でクライエントにちゃんと

ジョイニングできていたのだろうか？」と振り返って

いたことを思い出します。時にはジョイニングがうま

くいかずに落ち込むこともありましたね。 

  ジョイニングの定義は、密本さんは吉川悟先生のも

のを主に引用されていますが、私がよく参考にしてい

るのは、東豊先生のジョイニングの定義（1993）です。

それは「お仲間にさせていただくこと・・・信頼関係

に至るプロセスとそのための手段」というものです。

さらに東先生は、ジョイニングについて、「『参加す

る・とけ込む』ことを意味しますが、セラピストがク

ライエント（個人であれ家族であれ）とのコミュニケ

ーションの相互作用を立ち上げ、維持していくために、

そしてよき影響力を持ち続けるために、欠かせない技

法」である（東, 2013）とも述べています。 
このようにクライエントとセラピストとが「仲間」

関係を作ることができれば、その間での良好なコミュ

ニケーションが成立し、お互いによき影響を与え合う

関係になっていくのではないでしょうか。そう考える

と、セラピストがクライエントにジョイニングするこ

とと、セラピストがクライエントと「仲間」関係を作

っていこうとすることは、ほぼ同じ作業を指している

と言えるでしょうね。 

  もう少し東先生の考えるジョイニングについて言わ

せてくださいね。 東先生は、人の心の中には、Ｐ

（ポジティブ）要素とＮ（ネガティブ）要素の２つ

があり、時と場合によって、そのバランス配分が変

わるというシンプルな心理学理論を述べています。

ちなみにＰ要素とは「愛」「受容」「思いやり」「感

謝」「信頼」「幸福感」「勇気」などといった言葉。

そしてＮ要素とは「怒り」「不満」「妬み」「悲し

み」「不安」「憂鬱」「拒否」などといった言葉、

このような言葉に代表されるような要素が心の中

で日々刻々割合を変えて渦巻いていると考えます。 

心のP状態が強い（心の中のP要素が多い）人

同士が会話すると、その二人の間で、それぞれの心

の中のP要素が相互作用的にコミュニケーション

の質に反映され、コミュニケーションを通してお互

いのP要素が増幅されていく。これを、「対人関係

P循環」と東先生は呼んでいます。反対にN状態同

士の会話なら、「対人関係N循環」となりますね。

東先生は、究極の対人関係はP循環の形成であると

述べています（東, 2013）。 

セラピストとクライエントとの対人関係P循環の

形成とは、ジョイニングをしていくことでしょうし、

それはクライエントのP要素あるいはリソースを、

セラピストが見出していくことなのではないでし

ょうか。 いわゆるブリーフセラピーで言われる「リ

ソース探し」も同じことを指していますね。  

 



 

ジョイニングとは？：八巻の定義 

 ここで現時点での私が考えるジョイニングの定義も

紹介させていただきます。 

「面接室の中で、セラピストがクライエント（や家族）

を徹底的に『信頼』して、そう振る舞っていくこと」 

セラピストがクライエントを徹底的に「信頼」する

ことによって、クライエントのP要素あるいはリソー

スが見出しやすくなって、自然とP循環が形成される

と言えるでしょう。 

  この考えは、私のもう一つの専門であるアドラー心

理学（正式名称は個人心理学：Individual psychology）

からの影響もあります。アドラーは「クライエントの

関心に関心を示すこと」「クライエントを信頼し続ける

こと」と常に強調していたんです。これらの言葉は、

アドラー心理学における「共感Einfühlung」の定義で

もあります。さらに共感に関してのアドラーの言葉を

紹介しましょう。 

「相手の目で見て、相手の耳で聞き、相手の心で感じ

ること。」 

つまりアドラー心理学において「共感」とは、セラピ

ストの「感情」だけではなく、セラピストの「意思と

振る舞い方」も重視しているんですね（八巻ら，2017）。 

  ところで、いきなり質問ですが「信頼」と「信用」

の違いってわかりますか？  

もちろん２つの言葉の本来の意味するところは、全

く違います。よくよく考えてみると、世の中には「信

用金庫」はありますが、「信頼金庫」ってないですよね。  

アドラー心理学において「信頼 trust」とは、「常

に相手の行動の背後にある善意を見つけようとし、根

拠を求めず、一人の人格として無条件に信じること。

行動（行為）と人（行為者）を区分すること」として

います。信頼とは、どんな状況でも相手を信じ続け、

未来の可能性にかけることでもあるんですね。 

これに対して「信用 credit」は「条件付きで信じ

ることであり、条件を満たさなければ、信じなくて良

い。相手の背後の悪意の可能性も想定している。過去

の成果が問われる。」というものです。このように「信

頼」と「信用」は信じる側の心的態度が全く違うもの

です。 

  現代の世の中の多くのことは「信用」の関係で成り

立っていますが、セラピーにおいて必要なのは、クラ

イエントとセラピストとの「信頼」の関係を作ってい

くことなのではないでしょうか。 

問題状況の渦中にいるクライエント自身は、自分の

持っているP要素、あるいは「リソース」に対して、

意識あるいは自覚することは少ないでしょう。セラピ

ストがクライエントを信頼し、クライエントが持って

いるＰ要素や「リソース」を見出そうとし続け、それ

を見つけ、それをクライエントが使いこなせるよう応

援する。それらの作業ができることが、まさにセラピ

ストが行うジョイニングであると言えるのではないで

しょうか。 

 

クライエントにジョイニングするために 

 さて、ここで密本さんにあらためて質問します。 
「このクライエントさんを“信頼” していますか？」 
そう聞かれて、クライエントの何を「信頼（無条件

に信じる）」するかと言えば、「このクライエントの言

動は、全てこの人が幸せになろうとしている流れなん

だ」とでもいうことでしょうか・・・などと言いなが

らも、でもやっぱり「信頼」することは簡単ではない、

とても難しいことですね。そうしていくためには「ク

ライエントを信頼していこう！」とするセラピスト側

の強い「決意」が必要なんです。 
  ジョイニングが上手くなる１つの方法として、「信

頼」のトレーニングをお勧めします。それは、この世

の中の誰でもいい、最低一人「信頼」しようと決意し

て、自ら何らかのアクションをしていくことです。 
さて、密本さんは誰か「信頼」する人・できそうな

人はいますか？ ぜひ「信頼」のトレーニングをやっ

てみてください。 
 
最後に：ジョイニングをあらためて考える 

 ジョイニングは、テクニックもさることながら、そ

れ以上に、これまで述べてきたような「セラピストの

姿勢」が大切だと、あらためて自分自身の心理臨床を

振り返ってみても、つくづく思います。 さて、思い

つくまま、ニーズ把握とジョイニングについて、連想

ついでに私の考えも述べさせていただきました。この

一文が当該ケースに留まらず、密本さんの今後の心理

臨床実践に参考になれば幸いです。 
これからもしっかりと心理臨床生活（？！）を乗り

切っていけるよう「自分を信頼」して（これが本当の

意味での“自信”です！）、ぜひ頑張ってください。 
密本さんのこれからのさらなるご活躍を祈念して

おります。 
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